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[郷土ゆかりの文化財編 ]

■人　　口＝92,776人（男44,499人、女48,277人）

■世 帯 数＝38,768世帯

○前年同期

　人　　口＝93,759人（男44,798人、女48,961人）

　世 帯 数＝38,460世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

８月 （本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／ 18件（　 73件・ －5件）

　　　　　　死　　者／  0人（　　2人・ ＋1人）

　　　　　　負 傷 者／ 19人（　 83人・－14人）

■火　　災＝火災件数／　1件（　 21件・ －5件）

　　　　　　焼 死 者／　0人（　　2人・ ＋1人）

■救急活動＝出動件数／386件（2,818件・＋156件）

　　　　　　搬送人員／353人（2,562人・＋154人）
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短歌

『みちのく』の書

賢治との縁を物語る

問い合わせ

　高村光太郎記念館　☎28-3012

　彫
刻
家
で
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
高
村
光

太
郎
。
昭
和
20(

１
９
４
５
）年
、
戦
火
の
東

京
か
ら
花
巻
へ
疎
開
し
、そ
の
後
太
田
村（
当

時
）山
口
集
落
へ
移
住
し
た
光
太
郎
は
、
自

ら
の
戦
争
責
任
に
対
す
る
悔
恨
の
念
が
つ
の

り
、
あ
え
て
不
自
由
な
生
活
を
続
け
、
彫
刻

制
作
を
封
印
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
文
筆
活

動
に
取
り
組
み
、
数
々
の
詩
を
世
に
送
り
出

す
と
と
も
に
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な「
書
」を
遺

し
ま
し
た
。

　短
歌『
み
ち
の
く
』は
昭
和
21（
１
９
４
６
）

年
、
知
人
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
最
初
に
詠

ま
れ
、
後
に
本
作
品
の
形
に
定
着
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

　宮
沢
賢
治
と
生
前
か
ら
交
流
を
持
ち
、
没

後
は
宮
沢
賢
治
全
集
の
刊
行
、
桜
町
の『
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
』詩
碑
の
建
立
に
自
ら
の
揮き

ご
う毫

で
貢
献
し
た
光
太
郎
は
、
戦
火
に
よ
る
疎
開

と
い
う
き
っ
か
け
で
東
京
か
ら
花
巻
の
宮
沢

家
へ
招
か
れ
ま
し
た
。

　光
太
郎
は
花
巻
へ
の
疎
開
後
も『
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
』詩
碑
へ
の
追
加
彫
刻
、
賢
治
祭
で

の
講
演
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
賢

治
の
地
元
・
花
巻
で
の
顕
彰
活
動
に
協
力
し

ま
し
た
。

　こ
の
短
歌
は「
花
巻
」と
い
う
土
地
が
賢
治

を
生
み
、
賢
治
と
の
つ
な
が
り
が
光
太
郎
を

花
巻
へ
招
い
た
、
と
い
う「
縁
」を
光
太
郎
が

素
朴
な
言
葉
で
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
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